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栄養 ク リニ ック4年 間の歩 み
[は じめ に]
　平成20年7月 、本学 の教育研究機関 として始動 した栄養 ク リニ ックも、 間 もな く5年 目を迎
えよ うとしている。来年度 は、新 たに建設 され た研究所棟へ活動 の拠 点を移 し、 よ り一層活動
の充実、発展 に取 り組 んで い く決意 である。 そんな節 目とな る年 を前 に、 開設 か ら4年 間の活
動実態 を企画別 に数値 で振 り返 ってみる こととした。
[料理教 室 ・テーブルコーデ ィネー ト講座]
　料理教室 は、食事 の楽 しさ、健康増進 ・疾病予防、食文化 の伝承等、毎回様 々なテーマで実
施 してお り、料理 を通 して市民 の方 々に栄養 と健康、食生活 のあ り方を学んで いただ く重要 な
プ ログラムであ る。 テーブル コーデ ィネー ト講座 では、季節感 のある食卓や文化的豊 か さのあ
る食空 間な ど、豊 かな心 を育 む食卓演 出法 を紹介 している。
　過去4年 間の両教 室の実施 回数、及 び参加者数 の推移 を図1、2に 示 した。
図1　 料理教室等 実施回数 図2　 料理教室等 参加者数
　 当施設 は一般住宅 を改修 した もので、大規模 な調理設備、試 食室を持 たない ことか ら、参加
定員 は料理 教室 で6名(一 部4名 または8名)、 テー ブル コーデ ィネー ト講座 は10名 と設定 し
ている。 当初 は参加者 が少 な く、定員 に満 たない教室 も目立 ったが、 ロコ ミな どにより、徐 々
に認知度 が高 ま り、現在 では申 し込 みが定員 の2～3倍 に達す ること も稀で はな く、常 にキ ャ
ンセル待 ちの状態 である。参加者 のほ とん どが リピーターで あ り、 当事 業への満足度の高 さが
伺 え る。
[栄養 アセ スメ ン ト]
　 当事 業 は一般市民 を対 象に、 栄養 アセ スメ ン ト及 び栄養相談 を行 い、参加者が 自らの生 活を
振 り返 り、望 ま しい食生 活を送 るための支援を行 うものであ る。学 内での活動 のみな らず、学
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外イベ ン トにお ける出張栄養 アセ スメン トも積極 的に実施 してい る。平成22年 度か らは、大学
地 域連携事 業 と して東 山区高齢者 を対象 と した健康相談 イベ ン トに も取 り組 んで お り、地域 に
密着 した活動 に力を入れて いる。
　 年度毎 の実施数 と参加者数を下記 に示す。
　　　　 平成20年 度　実施数　 6回 、参加者 　　728名
　　　　 平成21年 度　実施数　 5回 、参加者 　　770名
　　　　 平成22年 度　実施数　11回 、参加者1,813名
　　　　 平成23年 度　実施数　 5回 、参加者 　 485名
　 平成22年 度 は、学 園創立100周 年 の年 にあた り、記 念事業 として学 内外 で様 々な イベ ン トが
開催 された。 当栄養 ク リニ ック も記念 イベ ン トに参加 させ て頂 き、述 べ1,100名 もの市 民 の栄
養 アセスメ ン ト及 び栄養相談 を行 った。
[公開講座 ・講演会]
　食 と健康 に関す る情報提供、普及啓発 を 目的 と し、学 内外 で公開講座や講 演会 を実施 してい
る。 地域住民、 医療 ・福祉従事 者、教育 関係者等 、対 象者 に合 わせて、 「おい しさと健康」、
「骨粗霧症予 防」、「介護食 の栄養 と調理」、「食育 の重要性」、「す ごやか食 で健康長寿」等、様 々
な内容 で講演 を行 ってい る。
　年度毎 の実施数 と参加者数 を下記 に示す。
　　　　平成20年 度　実施数 　 7回 、参加者576名
　　　　平成21年 度　実施数　 2回 、参加者182名
　　　　平 成22年 度　実施数 　 5回 、参加者274名
　　　　平 成23年 度　実施数 　 5回 、参加者303名
　 テ レビや雑誌、 イ ンターネ ッ ト等、様 々な メデ ィアで食、健康 に関す る情報が溢れ る現代 に
おいて、正 しい知識 や情報 提供 の必要性 はます ます高 まって い くと考 えてい る。今後 も大学で
の研究成 果を社会 へ還元 す る一 つの方法 と して、健康 情報 の発信 に努 めてゆきたい。
【その他の活動】
　その他、卒業生のた めの生涯学習や、専門職 を対象 とした研究会、本 学附属小学校 における
食育 、研究活動、e-learningシ ステムによる健康 ・栄養 コ ンテ ンツの作成、児童学科 との共催
による子育て支援等、様 々な活動 を行 って いる。
　 この4年 間 の活動 を振 り返 ると、地域貢献 に関わ る事業 が多 く、地域密着型の施設 と して社
会 の多様 なニ ーズに応 じた特色 あ る活動 を行 って きた。今後 もこれ らの活動を よ り一層発展 さ
せ る とともに、大学 の教育研究機 関 として、研究 ・教育活動 の充実 に も力を注 いでゆ きたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (姜　貴順)
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